
本院は昭和51年の長野市制80周年記念事業の選
定において、市民病院建設が市民の皆様の要望
第1位となり、建設されることになりました。
平成7年6月に150床6診療科でスタートしましたが、
地域の住民ならびに医療機関の皆様のご支援、
病院職員の献身的努力により、平成20年4月には
400床に増床となり、平成29年4月からは33診療科
で運営をするまでとなりました。

開院よりオーダリングシステムを導入し、平成23
年2月より電子カルテシステムが稼働しています。
これにより紙媒体の診療記録はほぼなくなりまし
たが、同意書などの紙媒体文書の発生をなくすこ
とはできません。
紙媒体を原本とした場合、法で定められた期間は
現物保管する必要があるため、保管スペースを確
保することが困難であることや「医療情報システム
の安全管理に関するガイドライン」にある「電子署
名管理」を行えば、廃棄可能であることから、電子
カルテ導入における基本構想の1つとして「完全ペ
ーパーレス化の早期実現」を掲げ、取り組みまし
た。

増え続ける紙媒体の文書類をスキャナにより電子化することで
紙の廃棄をめざす

本院のミッション（使命）は、「医療を通して長野市民・地域社会に貢献する」ことです。
病院とは地域と住民のために存在する組織です。
“すべてのサービスは患者さんのために”の精神のもと、これまでの高度で専門的な「がん診療」、
断らない「救急医療」に加え、高齢化時代の「脳・心臓・血管診療」を充実させ、高いレベルの
高度急性期医療を提供していきます。

建物画像



PAdES※に準拠したタイムスタンプにより、電子化された診療録の真正性を確保
日々の診療において発生する紙媒体の文書には、医師などが
手書きで追記した説明書や患者等の署名を必要とする同意書
などがあります。前者はスキャナーにてスキャンし、電子カルテ
に貼り付けています。後者は複合機でスキャンしPACSに送信し
ています。
電子化された文書は、リコージャパン社の「RidocGlobalScan」に
より認証サーバーへ配信され、認証サーバーでは、ハイパーギ
ア社の「PscanServPlus」により電子署名とアマノ社のタイムスタ
ンプ付与を行っております。

また、電子化されたPDFファイルへは、電子カルテから出力され
るJPEG/MSワード/MSエクセルデータが添付された上で、
PAdESに準拠した電子署名とタイムスタンプの埋め込みが施さ
れ、長期に渡った真正性の確保を実現させております。
電子署名とタイムスタンプが付与されたPDFファイルは、文書管
理サーバー（ファイルサーバー）に格納され、定期的に電子署
名とタイムスタンプの一括検証を実施することで常に真正性が
確保された状態を保っております。

※PAdES（PDF Advanced Electronic Signatures）は、欧州電気通信標準化機構
（ETSI）により策定されたPDFにおける長期署名プロファイルです。
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